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い
つ
も
須
知
高
校
教
育
振
興
会
の
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
賜
り
、
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
振
興
会
で
は
、
須
知
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
同
窓
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
日
頃

の
学
習
や
あ
ら
ゆ
る
部
活
動
に
積
極
的
に
頑
張
れ
る
よ
う
、そ
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
一
人
一
人
が
毎
日
を
輝
か
せ
る
活
動
が
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
生
徒
た
ち
は
本
紙
に
紹
介
し
て
い
る

活
動
に
活
き
活
き
と
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
会
の
活
動
を
深
く
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
会
員
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

本
校
の
生
徒
数
が
少
人
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
の
指
導
が
細
や
か
に

で
き
る
こ
と
も
特
色
で
あ
り
、本
校
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
る
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
進
学
や
就
職
等
の
進
路
実
現
に
つ
い
て
も
実
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
環

境
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
京
丹
波
町
か
ら
も
積
極
的
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
、
須
知
高

校
の
教
育
環
境
を
よ
り
多
く
の
中
学
生
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
学
校
内
だ
け
の
活
動
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
地
域
の
文
化
活
動
や

農
業
体
験
等
と
連
携
し
、
幅
広
い
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
し
な
が
ら
、
生
徒
と
教
職
員

が
一
丸
と
な
り
、
他
校
に
な
い
一
体
的
な
活
動
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。 

結
び
に
、「
輝
こ
う 

今
の
日
々
を
」
を
大
切
に
、
さ
ら
な
る
須
知
高
校
の
発

展
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

改
め
ま
し
て
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

   

   

令和８年３月発行 
 

京都府立須知高等学校 教育振興会 事務局 
京都府船井郡京丹波町豊田下川原166-1 

TEL 0771-82-1171 FAX 0771-82-0017 
京都府立須知高等学校 教育振興会 会報誌 

賛
助
会
員
登
録
の
御
礼 

 

今
年
度
も
多
く
の
方
に
賛
助
会
員
と
し
て
ご
登
録
い
た
だ
き
、
計
一
四
一
件
、

総
額 

五
四
七
、
〇
〇
〇
円
の
賛
助
会
費
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
令
和
八
年
二
月

末
現
在
）
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

第 78回卒業証書授与式 答辞 

私たちはこれからそれぞれの道に進んでいきます。期待も不安もたくさんあり

ます。それでも、須知高校で学んだことを支えに未来に羽ばたいて行きます。く
じけそうになっても大丈夫です。私たちにはたくさんの支えてくれる人がいます。 

冒頭に問いかけた「ココで学ぶ理由」ですが、歴史ある須知高校で今、共に笑

った仲間たちや支えてくれた方々に出会うためだったのではないでしょうか。こ
れが私の出した答えです。少人数の中でそれぞれが個性を発揮して学校生活に取
り組み、絆を深めていける環境だったからこそ、今の私たちがあります。 

かけがえのない経験と学びを与えてくれた須知高校が母校であるということを
大きな誇りに、自信を持って一歩ずつ未来に向かって歩んでいきます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部活動の活躍 
 
日頃は本校の部活動にご声援をいただき、誠にありがとうございます。会費の一部を活動費として活用させてい

ただいております。今後ともご支援ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

賛助会員募集のお知らせ 
 本会は、卒業生および一般会員の賛助会費（１口 1,000円）
で運営しています。出費多端な折から誠に恐縮ではござい
ますが、本会の趣旨にご賛同いただき、ご支援を賜りますよ
う何卒よろしくお願い申し上げます。 
 お名前やご住所に変更があった場合など、お手数をおか
けしますが、事務局までお知らせいただけますと幸いです。 

須高公式ホームページ・Instagram更新中 
 
学校行事の報告や部活動の 
試合結果等、最新の情報は 
ホームページや Instagram 
から入手できます。須高生 
の輝く姿を是非ご覧ください。 Instagram ホームページ 

会員の皆様からのメッセージ 

卒業してから 62 年になります 
80 歳を過ぎると、あちこちに故障が出ますが 
あと 10 年は頑張りたいと思っています 

第 42回日本菊花全国大会 
3 本立 12 鉢花壇の部 

日本一 高松宮妃記念杯 ２連覇 
会費振込用紙の通信欄に多数の 
メッセージをいただいておりますので 
その一部をご紹介します 

茶道部

 
興味を強みにできる 
活動を 

中学校での活動を 
高校でも 

１日１日を大切に 
学校生活を 

楽しんでください 
 

 

将来の夢を持って楽しい 
高校生活を送ってください 


